
【別紙５裏面】

２．収支報告 単位:円

事業計画Ａ 事業実績B A-B 前年度実績 備考

利用料金収入 0 0

自主事業収入 60,367,000 63,278,980 (2,911,980)

物品販売収入 0 0

手数料収入 0 0

指定管理料 233,087,000 235,874,000 (2,787,000)

その他収入 3,955,000 3,688,043 266,957

収入総額 297,409,000 302,841,023 (5,432,023)

人件費 52,292,000 53,371,370 (1,079,370)

事務費 849,000 821,027 27,973

管理費 186,434,000 190,496,641 (4,062,641)

自主事業経費 57,834,000 61,576,243 (3,742,243)

光熱水費 0

リース料 0

その他 0

支出総額 297,409,000 306,265,281 (8,856,281) 0 0

0 (3,424,258) 3,424,258 0 0

３．総合評価

自己評価

市評価

収
入

支
出
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　指定管理業務である河内長野市の都市公園の管理業務について特に業務に支障をきたす問題も発生せず、滞りなく業務を進め
ることができた。
 しかし、市民からの要望への対応のスピードや遊具の点検方法、利用者への情報発信など改善すべき点はいくつもあり、市の指導
のもと少しでも利用者のニーズに答えられるように努力していきたい。

　長い間河内長野市内の公園管理に携わって得た豊富な知識や経験を存分に生かし、各公園に応じた適正な管理を行った。
また、緑の専門家として、緑化相談の受付を行い、緑化講演会や緑化施設見学会を開催し、市内の緑化を促進した。
　植木市やオータムマーケットにおいてはフリーマーケットを行い、テラナリエの愛称で親しまれている寺ケ池公園イルミネーションで
は各種イベントを開催し、老若男女を公園に呼び込み、公園利用の活性化を促進した点は高く評価する。
　ただ、全体的にみると、（公財）河内長野市公園緑化協会の知名度は総じて低いため、より一層の公園利用の促進やきめ細やか
な住民対応により、知名度の向上を図っていくことが求められる。


